
平成28年度 新規事業候補箇所説明資料
【一般国道（拡幅・バイパス）】

資料 ４

①一般国道17号 新大宮上尾道路（与野～上尾南）

②一般国道2号 大阪湾岸道路西伸部（六甲アイランド北～駒栄）

③一般国道4号 大衡道路

④一般国道20号 新山梨環状道路（広瀬～桜井）

⑤一般国道1号 藤枝バイパス

⑥一般国道247号 西知多道路（東海ジャンクション）

⑦一般国道34号 新日見トンネル

⑧一般国道210号 横瀬拡幅



新大宮上尾道路
（与野～上尾南）
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首都圏の道路ネットワークの概況

１都４県計※ 28% 33%

全 国 31% 37%

（参考）

出典）
・市区町村別自動車保有車両数：国土交通省関東運輸局
・全国自動車保有車両数：国土交通省自動車局
・住民基本台帳年齢階級別人口：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（平成27年1月1日現在） 総務省
・各都県統計人口：各都県ＨＰ
注1）自動車保有車両数には軽自動車を含まず
注2）各都県統計人口のうち、千葉県はH27.4.1現在人口
注3）外環内側は、東京都区部全域
注4）圏央道-外環は、圏央道沿線より上記注3）までの市区町村

※東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県

凡 例
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総人口 18歳以上

東京23区内
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概ね外環～圏央道の内側 29% 35%
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大阪湾岸道路西伸部

（六甲アイランド北～駒栄）
延長約14.5km

大阪府

大阪港

関西国際空港

大阪国際空港

✈

至広島

至三次

東大阪線

神戸空港✈

凡 例

高速道路等

開 通 済

事 業 中

主な渋滞箇所

調査中路線

淀川左岸線延伸部

大和川線

ろ っ こ う き た こ ま え

近畿圏の道路ネットワークの概況
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図３ 対象路線周辺の企業立地
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一般国道１７号 新大宮上尾道路(与野～上尾南)に係る新規事業採択時評価

２．課題

１．事業概要

・対象路線の整備により、圏央道沿線から都心へのアクセス性が向上し、地域の産業活動を支援
・渋滞緩和により追突事故の減少、信越、東北方面との主要拠点間の広域連携強化など、沿線地域の安全で安心な暮らしに寄与

３．整備効果

・圏央道沿線では企業立地が進む中、圏央道開通による

ネットワーク化で、さらなる交通需要が見込まれ、物流企

業等の都心方面へのアクセス改善が求められる。（図３）

・国道17号バイパス及び国道17号については、南北方向の
長トリップの通過交通が流入し、交通容量の大幅な不足

による渋滞が発生。（図４）

①圏央道開通で物流企業が益々活発化する中、
都心方向のネットワークが欠損

効果１ 地域の産業活動を支援 [◎]

・円滑な物流の確保により、圏央道沿線から都
心方面へのアクセス性が向上し、地域の産業
活動を支援

・起終点：埼玉県さいたま市中央区円阿弥

～埼玉県上尾市堤崎 （与野～上尾南間）

・延長等：8.0ｋｍ （第１種第３級、4車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約2,000億円

・計画交通量：約34,200～41,100台／日

しん おおみや あげ お よ の あげ お みなみ

あげ お つつみさき

ちゅうおう えん な み

乗用車 小型貨物 普通貨物

約20,900台/日
～約25,000台/日

約4,600台/日
～約5,700台/日

約8,700台/日
～約10,400台/日

・国道17号バイパスでは、平日朝の旅行速度が10.6km/h
であり、 延長約8.0km間における旅行速度の著しい低下
が原因と考えられる追突事故は4年間で約３５０件と多発。
（図５）

③広域防災拠点への不十分なネットワーク

・さいたま新都心は、首都圏広域防災拠点に

位置付けられているが、圏央道から与野間の

広域幹線道路が未整備のため、信越、東北方

面の主要拠点等からのアクセスが不十分。

（図６）

所要時間（桶川東部工業団地～与野JCT）
現況 約46分

効果２ 住民の安全性が向上 [◎]

国道17号バイパス（与野～上尾南並行部）

図７ 追突事故件数の変化
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・交通容量の増加により、渋滞が緩和され、追突事故

が減少。沿線地域の生活環境が改善（図７）

追突事故件数

【国道17号バイパス（与野～上尾南並行部）】
現況 349件/4年 → 整備後 278件/4年 （約2割減少）

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※1：EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年(Ｈ27年)における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）

B/C EIRR※1 総費用：1,343億円※2 総便益：2,946億円※2

2.2 9.4％ ・事 業 費：1,316億円
・維持管理費： 27億円

・走行時間短縮便益：2,713億円
・走行経費減少便益： 141億円
・交通事故減少便益： 92億円

効果３ 物資輸送等の広域連携が向上 [◎]

・防災拠点として機能するために必要なネットワークが整備され、信越、東北方面の主要拠

点等からさいたま新都心へのアクセス性が強化。拠点間の物資輸送等の速達性向上に

寄与。
所要時間（久喜白岡JCT～さいたま新都心）
現況 約42分
⇒与野～上尾南整備後 約22分 （約20分短縮）

所要時間（鶴ヶ島JCT～さいたま新都心）
現況 約42分
⇒与野～上尾南整備後 約22分 （約20分短縮）

（現況：H22道路交通センサス）

②渋滞が原因と考えられる追突事故が多発

おけがわ

つ る が し まく き し ら お か

資料：交通事故統合データベース（H22-H25）
国道17号バイパス（与野～上尾南並行部）

図５ 事故件数の内訳
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資料：平成27年 埼玉県工場適地図
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（埼玉県５箇年計画、さいたま市総合振興計画に位置付け）
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（現況：H22道路交通センサス）
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⇒与野～上尾南整備後 約31分 （約15分短縮）
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おけがわとうぶ 図６ さいたま新都心へのアクセスルート
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（注）測量設計費を計上し、コスト縮減の検討とともに、有料道路事業の活用など、事業区分に関する調整を行う予定である。

（注）
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一般国道１７号 新大宮上尾道路(与野～上尾南)に係る新規事業採択時評価

■標準横断図（新大宮バイパス・自専道部）■標準横断図（上尾道路・自専道部） ■計画縦断図 新大宮上尾道路（与野～上尾南）

8.0ｋｍ
全体延長：8.0㎞
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凡 例
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（専用部）
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主要地方道

一般都道府県道

ＩＣ・ＪＣＴ
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事故危険区間

交通量
(Ｈ22センサス)

人口集中地区
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工業専用地域

交通量台/日

（混雑度）

6車 4車 2車 事業中

6車 4車 2車 事業中

6車 4車 2車 事業中
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桶川北IC
(仮称)

桶川南IC
(仮称)

上尾北IC
(仮称)

0㎞ 1㎞ 2㎞ 3㎞ 4㎞ 5㎞ 7㎞ 9㎞
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・起終点：兵庫県神戸市東灘区向洋町東

～兵庫県神戸市長田区南駒栄町

・延長等：14.5km（第2種1級、6車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費：約5,000億円

・計画交通量：約51,000台／日

※１： EIRR：経済的内部収益率
※２：基準年（H27年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

①未整備区間による経済活動の停滞

ひがし なだ こう よう ちょう ひがし

なが た みなみ こま え ちょう

③通行規制時の代替性の不足

・地域間の所要時間の短縮により、阪神港等

へのアクセス性が向上し、物流効率化が

図られる(図６)

・これにより、企業立地が更に促進され、

阪神経済の再生に寄与（「神戸2020ビジョン

（案）※1」においてH31までに企業誘致260社

を目標）

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

効果２ 沿道環境の改善 ［◎］

効果３ 通行規制時の代替路の確保 ［○］

図4 国道2号、43号の主要渋滞箇所、環境基準超過箇所

図7 沿道環境の改善効果（大型車類のNOx排出係数）

0.00 0.05 0.10 0.15 0.20 0.25 0.30 0.35 0.40 0.45

渋滞時

渋滞
解消時

0.39g/km・台

0.27g/km・台

約30％減少

36ｋｍ/ｈ

62ｋｍ/ｈ

地域間の所要時間の短縮

（神戸市西区（玉津IC）～大阪駅）

【現況】96分⇒ 【整備後】64分（32分短縮）

（神戸市西区（玉津IC）～神戸港）

【現況】45分⇒ 【整備後】31分（14分短縮）

・大阪湾岸道路は、国際コンテナ戦略港湾 阪神港、大阪･関西･

神戸の３空港等の重要な物流拠点を連絡する道路であるが、

神戸市六甲アイランド以西が未事業化

・並行する国道2号、阪神高速3号神戸線等は、慢性的な渋滞が

発生し、阪神高速3号神戸線の渋滞損失額は全国の都市高速

道路の中でワースト1位（表１)

出典；国土交通省調べ（H25.10平日の17時台の平均旅行時間）

B/C EIRR※1 総費用：3,680億円※2 総便益：3,725億円※2

1.01 4.1%
・事 業 費：3,407億円
・維持管理費： 272億円

・走行時間短縮便益：3,570億円
・走行費用減少便益： 115億円
・交通事故減少便益： 39億円

・大阪湾岸道路を延伸し、物流の効率化・沿道環境の改善・通行規制時の代替路の確保

一般国道２号 大阪湾岸道路西伸部（六甲アイランド北～駒栄）に係る新規事業採択時評価
おおさかわんがんどうろ せいしんぶ ろっこう こまえきた

・渋滞解消時には、阪神高速3号神戸線の速度

が約30km/h向上、大型車類のＮＯxは約30％

減少し、沿道環境が改善(図７)

・阪神高速3号神戸線は、事故が多く、事故等による通行

規制時には迂回路が無いため、並行する一般道に交通が

集中(図５)

出典；国土交通省調べ

主要渋滞箇所（兵庫地区渋滞対策協議会）
騒音環境基準を上回る箇所※1 大気環境基準を上回る箇所※2

凡例

図3 阪神地域における物流施設の企業立地状況

②沿道環境の悪化

・国道43号等は主要渋滞箇所が広範囲に存在し、騒音・大気の環境基準超過箇所が多数存在

・尼崎道路公害訴訟の和解条項に基づき、阪神高速5号湾岸線への交通転換等、引き続き、沿線

の環境負荷低減の取組みが必要(図４)

効果１ 物流効率化による阪神経済の再生 ［◎］

ＮＯx[国土技術政策総合研究所資料第714号2.1より計算]

約30km/h
速度向上

・阪神地域では、近年、臨海部や新名神高速道路沿線に物流施

設が多数立地し、更なる物流の効率化が期待されている（図３)
図6 時間短縮効果

大阪湾岸道路西伸部整備前ルート

大阪湾岸道路西伸部整備後ルート

開通済

事業中

調査中

凡例

図2 事業位置図

兵庫県

大阪湾岸道路西伸部

（六甲アイランド北～駒栄）

図1 広域図

ポート
アイランド

六甲
アイランド

ハーバー
ハイウェイ

※1 H25常時騒音観測結果 ※2 H25常時大気（ＮＯ2）観測結果

順
位

路線名 渋滞損
失額

（億円/km）

1 阪神高速 3号神戸線（上り）
第二神明⇒神戸都心⇒深江

1.23

2 首都高速 渋谷線＋都心環状線（上り）
東名高速⇒皇居⇒両国

1.16

3 首都高速 渋谷線＋都心環状線（下り）
両国⇒皇居⇒東名高速

1.16

4 首都高速 6号線（三郷線＋向島線、上り）
常盤道⇒墨田川沿い⇒両国

1.08

5 首都高速 新宿線＋都心環状線（下り）
日本橋兜町⇒東京タワー⇒霞ヶ関⇒中央道

1.06

全国ワースト１位
※大阪方面で渋滞

出典；国土交通省調べ（H24ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀより）

表1 都市高速1km当たり渋滞損失額TOP5
（夕方３時間（16～18時台）の年間累計）

・大阪湾岸道路の延伸により、代替路の確保が可能となり、交通事故等による阪神高速3号
神戸線通行規制時の一般道の交通集中の緩和

ろっこう

あまがさき

にし たま つ

乗用車 小型貨物 普通貨物

約185百台/日 約86百台/日 約240百台/日

２．課題

１．事業概要

３．整備効果

既存(H24以降)

進出が進むエリア

立地予定

既存(H24以前)

阪神圏中心部の主要渋滞箇所
国際コンテナ
戦略港湾

阪神港

夕方の渋滞損失が
全国の都市高速
ﾜｰｽﾄ1位

車線規制あり
623件

（65％）

車線規制なし
333件
（35％）

図5 阪神高速3号神戸線の事故件数

出典；阪神高速道路(株)調べ（H26年度事故データ）

年間事故
件数

956件

※1 H28.3策定予定

国際コンテナ戦略港湾
「阪神港」

大阪湾岸道路　 延長 約80km［うち開通済 延長 約59km］

大阪湾岸道路西伸部　 延長 20.9km

延長 6.4ｋｍ

垂水JCT

布施畑JCT

西宮IC

天保山
JCT

助松JCT

白川
JCT

りんくうJCT

神戸空港

神戸港

大阪港

国際コンテナ戦略港湾
「阪神港」

神戸市 芦屋市
西宮市

尼崎市

大阪市

堺市

泉大津市

岸和田市

貝塚市

泉佐野市

高石市

ポートアイランド

六甲アイランド

大阪湾岸道路西伸部

（六甲アイランド北～駒栄）
延長 14.5ｋｍ

おおさかわんがんどうろせいしんぶ

ろっこう きた こまえ

都市計画決定（H6.9） 都市計画決定（H21.3）
延長 14.5ｋｍ

兵庫県

大阪府

はんしん

（注）測量設計費を計上し、コスト縮減の検討とともに、有料道路事業の活用など、事業区分に関する調整を行う予定である

（注）
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延長 １４.５ｋｍ

（終
）兵
庫
県
神
戸
市
長
田
区
南
駒
栄
町

東
灘
区
向
洋
町
東

な
が
た

み
な
み
こ
ま
え
ち
ょ
う

大阪湾岸道路西伸部（六甲アイランド北～駒栄）
おおさかわんがんどうろ せいしんぶ ろっこう こまえきた

（起
）兵
庫
県
神
戸
市

ひ
が
し
な
だ

こ
う
よ
う
ち
ょ
う
ひ
が
し

出典：平成26年国土地理院数値地図, 平成23年国土数値情報都市地域データ, 兵庫県 南海トラフ巨大地震津波浸水想定図

（仮）駒栄ランプ

兵庫県

大阪府

尼崎市

芦屋市

神戸市

西宮市一般国道２号

（仮）ポートアイ
ランド西ランプ

（仮）六甲アイ
ランド西ランプ

神戸空港（仮）南駒栄
ジャンクション

標準横断図（ｍ）

大阪港

神戸港

神戸医療
産業都市

至 関西国際空港

（仮）ポートアイ
ランド東ランプ

一般国道２号 大阪湾岸道路西伸部（六甲アイランド北～駒栄）に係る新規事業採択時評価
おおさかわんがんどうろ せいしんぶ ろっこう こまえきた

混雑する阪神高速３号神戸線

京橋ランプ付近

京橋
ランプ

混雑する国道２号

岩屋交差点

位置図

兵庫県

大阪府
奈良県

和歌山県

大阪湾岸道路西伸部

（六甲アイランド～駒栄）

H28開通予定

H28開通予定
H28開通予定

H28開通予定

H35開通予定

新名神高速道路

淀川左岸線
延伸部

大和川線
名阪国道

西
神
自
動
車
道 近

畿
自
動
車
道

大
和
北
道
路

26.75

1.75

3.50 3.50 3.50 3.50 3.50 3.50

2.2510.50 1.7510.50

（橋梁部）

（阪高）
93,141台/日
（4車線）

（国道2号）
79,810台/日
（10車線）

（阪高）
99,954台/日
（4車線）

（国道2号）
30,862台/日（4車線）

(国道43号）
56,988台/日（6車線）

（阪高）
95,657台/日（4車線）

TP+55.7m（H=54.6m）

至 関西国際空港

（国道2号）
36,640台/日
（8車線）

岩屋
交差点

※１：H25常時騒音観測で１日以上
基準値を上回る箇所

※２：H25常時大気（NO2）観測で
１日以上基準値を上回る箇所

凡 例

対象区間

高速道路等

一般国道

事故危険区間

大気環境基準
を上回る箇所 ※２

騒音環境基準
を上回る箇所 ※１

市街化区域

津波浸水想定区域

コントロールポイント

調査中区間

主要渋滞箇所

交通量（Ｈ22センサス）交通量台/日

ハーバー
ハイウェイ

0km 1km 2km 3km 4km 5km
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図７ 東北道通行止め時の国道４号の所要時間
算出区間（上り：R4古川IC～R4大和IC入口交差点）

25 25 26 28 29 28 30 28 28 32 29 29 

26 27 32 
43 

60 
70 

77 
70 

81 83 

59 
44 

0

20

40

60

80

100

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
通常時（H25.2 休日平均） 東北道通行止め時（H25.2.24）

（時）

（分）

大衡村

色麻町

大和町

大衡IC

至福島

大崎市

至盛岡

東
北
自
動
車
道

・起 終 点：宮城県黒川郡大衡村大衡字枛木

～宮城県黒川郡大衡村駒場字蕨崎

くろかわ おおひら おおひら はぬき

１．事業概要

・延 長 等：4.5ｋｍ
(第3種第1級、4車線、設計速度80Km/h)

・全体事業費：約80億円

・計画交通量：約27,300台／日

一般国道４号 大衡道路に係る新規事業採択時評価
おおひら

くろかわ おおひら こまば わらびさき

大
衡
道
路

延
長
４
．
５
㎞

図２ 事業位置図

※1：EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年 (H27年)における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4%）

B/C EIRR※1 総費用：68億円※2 総便益：124億円※2

１．８ ７．８
事業費 ：57億円
維持管理費： 11億円

走行時間短縮便益：112億円
走行経費減少便益：8.0億円
交通事故減少便益：3.8億円

③東北道通行止め時は著しい渋滞発生
・吹雪等による東北道通行
止め時の場合は、並行す
る国道４号が代替路と し
て通過交通を補完するが、
２車線区間への交通集中
により、通勤等や周辺工業
団地への物流の定時性確
保が困難（図７）

効果２ 地域住民の安全性が向上〔○〕

３．整備効果
効果１ 円滑な物流確保により企業活動を支援〔◎〕

・自動車関連企業等は年々増加傾向にあり、道路整備による円滑な物流の確保により、
企業立地や雇用拡大等の企業活動を支援 【宮城県震災復興計画】

・渋滞ボトルネック解消により、円滑な物流が確保され、東北全体の復興・企業活動を支援
・交通事故の減少により、地域住民の安全性が向上するとともに、東北自動車道の代替路機能強化により、時間信頼性を確保

お
お
ひ
ら

（起）宮城県黒川郡
大衡村大衡字枛木

（終）宮城県黒川郡
大衡村駒場字蕨崎

一般国道4号
大衡道路

乗用車類 小型貨物 普通貨物

約18,200台/日 約3,300台/日 約5,800台/日

図１ 広域図

２．課題

宮城県

対象区間
【凡例】

2車線区間

4車線区間

図４ 仙台北部中核工業団地群の自動車関連企業へ
部品を搬入している企業数

通常の約3倍
（50分増）

通行止め（9:15～16:15）

○混雑度 【現況】2.09 ⇒  【整備後】0.81（約6割減少）
○旅行速度 【現況】37km/h. ⇒  【整備後】48km/h（約3割向上）

（現況：H22道路交通センサス）

４

108

大衡IC

大和IC

古川IC

図８ 対象区間整備後の所要時間

【通行止め時のルート】
大和IC入口交差点～古川IC入口交差点

（約83分⇒約54分）

至 盛岡

大衡村

色麻町

大和町

大崎市

効果３ 代替路の機能強化〔○〕
・交通容量の増加により代替路機能が強化され、通勤
等や産業活動での時間信頼性が確保（図8）
○東北道通行止め時の最大所要時間短縮

（大和IC入口交差点～古川IC入口交差点）

【現況】約83分 ⇒ 【整備後】約54分（約4割減少）
（現況：H25民間プローブデータの最大値（16時））

・中央分離帯の設置により、沿道の出入りが制限され
死傷事故率が減少
○死傷事故率

【現況】54件/億台km ⇒

【整備後】33件/億台km（約4割減少）
４

サプライヤー企業
（部品メーカ）

【凡例】

県内からの搬入

県外からの搬入

東北管内平均
４７件/億台ｷﾛ

54件/億台ｷﾛ
（区間平均値）

図６ 死傷事故率と事故類型

大衡道路
延長4.5km

①東北復興の阻害要因となる物流のボトルネック
・仙台北部中核工業団地群の自動車関連企業において、
震災後、東北全体の復興のため、地元企業からの部品
調達を増やすこととしている中、仙台市～大崎市間に唯
一の２車線区間があり、混雑度２．０９と東北管内の国
道4号で最も高い物流のボトルネック（図３・４・５）

②交通事故の多発
・沿道出入り車両への追突事故の割合が8割
・死傷事故率は、大衡村河原交差点部で291件/億台ｷﾛ
と高く、区間平均においても東北管内の約1.2倍であり、
安全性の向上に課題（図６）

写真２
吹雪による東北道通行止め時の
国道4号(大衡道路)の状況

図５ 国道４号の混雑状況
写真１ 対象区間の渋滞状況

(H22-H25イタルダ)

図３ 自動車関連企業のサプライヤー企業数の推移
※東北地方全体における企業数

大崎地方
４社

山元地方
１社

黒川・仙台地方
１４社

山形県
７社

岩手県
２６社

栗原地方
３社

石巻地方
１社

登米地方
４社

福島県
５社

自動車
関連企業

至 仙台

大衡道路
延長4.5km

457
国 道

ROUTE

４
国 道

ROUTE

大衡小学校

大衡中学校

大衡中央公園

12,717台/日

2,804台/日

21,209台/日

混雑度2.09

大衡村診療所

死亡事故発生（H21)

大衡村
お お ひ ら む ら

色麻町
し か ま ちょう

至 大崎

大衡村役場

大衡道路 延長約４．５km
おおひら

富谷大和拡幅 三本木古川拡幅

４車線開通済４車線開通済

（件/億台キロ)

大衡地区 事故類型

仙台塩釜港
（国際拠点港湾）

完成自動車の搬送
0

20
40
60
80

100
120
140

H23年 H27年

97社 127社

増加傾向
（H23⇒H27で30社増加）

（企業数）

仙台市

富谷町

大郷町

108

45

48

４

４

大和IC

古川IC

泉IC

仙台宮城IC

大衡村
河原交差点
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おおひら

宮城県

4車線開通済（H25.3)
富谷大和拡幅 延長13.3km

4車線開通済（H23.2)
三本木古川拡幅 延長16.1km
さんぼんぎ ふるかわとみや たいわ

大衡道路 延長4.5ｋｍ
おおひら

885台/日

32,026台/日

6,125台/日

2,362台/日

2,134台/日

27,709台/日

21,209台/日

2,804台/日

12,717台/日

第二仙台北部
中核工業団地

大和町
たいわちょう

大崎市
おお さき し

大衡村
おおひらむら

自動車関連企業

至 仙台

宮城県

一般国道４号
大衡道路

33,589台/日

色麻町
しかまちょう

東北縦貫自動車道

三本木
スマートＩＣ

大衡ＩＣ

大和ＩＣ

第一仙台北部
中核工業団地

大衡小学校

大衡村診療所

大衡中学校

大衡中央公園

457
国 道

ROUTE

457
国 道

ROUTE

４
国 道

ROUTE

４
国 道

ROUTE

標準横断図計画縦断図

： 計画
： 地形

(m)

大衡道路 延長4.5km

沖の平入口交差点

一本木交差点

大衡村河原交差点

いっぽんぎ

おおひらむらかわはら
おきのだいら 全 体 延 長 ：4.5㎞

土 工 延 長 ：4.5㎞（100％）

一般国道４号大衡道路に係る新規事業採択時評価
おおひら

お
お
ひ
ら
む
ら

こ
ま
ば

あ
ざ
わ
ら
び
さ
き

お
お
ひ
ら
む
ら
お
お
ひ
ら
あ
ざ
は
ぬ
き

(起点) (終点)
大
衡
村
駒
場
字
蕨
崎

大
衡
村
大
衡
字
枛
木

至盛岡

凡 例

対象区間

高速道路

一般道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

主要渋滞箇所

死亡事故発生箇所

交通量（Ｈ22センサス）

市街地

工業団地

主な施設

市町村境界線

交通量台/日

○○施設

大衡村河原交差点
（主要渋滞箇所）

おおひらむらかわはら

0km 4km 5km3km2km1km
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・山梨県では、「リニア活用基本構想」を策

定し、リニア新駅と主要な観光地である

峡東地域との連携強化を目指している

・対象区間では、幹線道路の渋滞により近

年観光客が増加傾向である峡東地域と

の連携が阻害され、峡東地域への観光

振興が喫緊の課題

（図２・３・４・５）

図２ 事業位置図

一般国道２０号 新山梨環状道路（広瀬～桜井）に係る新規事業採択時評価

３．整備効果

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

※1： EIRR：経済的内部収益率 ※2：基準年（H27年）における現在価値記入（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

ふえふき いさわちょう ひろせ

こうふ さく らい

①甲府市街地の渋滞が県が進める
まちづくりの推進を阻害

しんやまなしかんじょうどうろ ひろせ

②リニアと観光地を結ぶ対象区間の
整備は観光振興における喫緊の
課題

きょうとう

乗用車 小型貨物 普通貨物

約11,100台/日
～約14,900台/日

約1,900台/日
～約2,600台/日

約3,300台/日
～約3,500台/日

１．事業概要

２．課題

B/C EIRR※1 総費用：162億円※2 総便益：257億円※2

1.6 6.7%
・事 業 費：159億円

・維持管理費： 3億円

・走行時間短縮便益：217億円

・走行費用減少便益： 23億円

・交通事故減少便益： 17億円

やまなし

やまなし

（仮）桜井IC

（仮）広瀬IC

新山梨環状道路
（広瀬～桜井）
延長2.0km
4車線

図３ 幹線道路の渋滞状況

ひろせ

さくらい

【広瀬IC⇔桜井IC】
非混雑時： 6分(約40km/h)
混雑時 ：12分(約20km/h)
※時間帯によって、
所要時間が約２倍

：主要渋滞箇所

桜井IC～向町二～広瀬IC 延長約4km

山梨県

（国道20号・国道140号：H26民間プローブデータ）
（新山梨環状道路：南部区間の規制速度）

図７ 甲府市・峡東地域などのネットワーク強化
きょうとう

さくらい

図４ 峡東地域の観光入込客数

・甲府市街地周辺では、山梨県内の主要

渋滞箇所数の約８割が集中

・国道２０号を含む幹線道路の渋滞は、山

梨県が進めるまちづくりの支障となってお

り、環状道路の整備による、通過交通の

排除が課題

（図２）

こうふ

（H23-26 山梨県観光入込客統計調査）

図５ 圏域別観光入込客数
（H26 山梨県観光入込客統計調査）

桃、ぶどう等の
生産が県内有数

富士・東部
46％

峡東
19％
560万人

峡中
15％

峡北
13％

峡南
7％

・起終点：山梨県笛吹市石和町広瀬

～山梨県甲府市桜井

・延長等：2.0km

（第3種1級、4車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費：約230億円

・計画交通量：約16,300

～約21,000台／日

こうふ

新山梨環状道路

（北部区間）
（事業中）

（
東
部
区
間
）

（
山
梨
県
事
業
中
）

新
山
梨
環
状
道
路

新山梨環状道路

（広瀬～桜井）

しんやまなしかんじょうどうろ

ひろせ さくらい

(

起)

山
梨
県
笛
吹
市

石
和
町
広
瀬

や
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な
し

ふ
え
ふ
き

い
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わ
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ょ
う

ひ
ろ
せ

(

終)

山
梨
県
甲
府
市

桜
井

や
ま
な
し

こ
う
ふ

さ
く
ら
い

至 東京都

至 静岡県

至 長野県

中
部
横
断
自
動
車
道

リニア新駅～峡東地域※の所要時間（混雑時）

※道の駅 花かげの郷まきおかを代表として算出

現況 ：約43分

整備後：約26分（約17分の短縮）

きょうとう

凡 例

開通済区間

事業中区間

調査中区間

対象区間

主要渋滞箇所

DID地区
（甲府市街地）

リニア中央
新幹線

新山梨環状
道路

きょうとう

国道20号（甲府中心地）の通過交通割合
現況 ：約２４，９００台／日（全体の約44％）

整備後：約２３，０００台／日（全体の約39％）

こうふ

新山梨環状道路
（広瀬～桜井）

図１ 広域図

峡東地域

ネットワーク強化により
観光地の利便性が向上

東京方面

凡例

：現況の30分圏域

：新山梨環状道路
整備後の30分圏域

しんやまなしかんじょうどうろ

：主要な観光地

【峡東地域の到達面積】
■現況 ： 95km2

約7割増
■整備後：158km2

リニア新駅

リニアとのアクセス
向上による観光支援

（H39年開業予定）

一の橋温泉

道の駅 花かげの郷まきおか

ツルタブドウパーク

恵林寺 （日本の庭園百選）

石和温泉

森林公園
金川の森

ほったらかし温泉

笛吹川フルーツ公園

ぶどうの丘

勝沼ぶどう郷

ワイナリー集中地域

山梨市

甲府市
甲斐市

甲州市

笛吹市

昭和町

北杜市

静岡方面

461

522
538

562

450

500

550

600

H23 H24 H25 H26

(万人）
観光客数が
増加傾向

図６ 環状道路の整備による交通分散

（仮）和戸IC
わど

リニア新駅 至 東京都

至 静岡県

至 長野県

（H39年開業予定）

市街地に用のない
通過交通が減少

（H39年開業予定）

新山梨環状道路（南部区間）

リニア新駅

新山梨環状道路
（東部区間）

効果１ 対象区間の整備により市街地に

用のない通過交通を減少[◎]

・対象区間の整備により、西関東連絡道路や

国道２０号等から流入する甲府市街地に用

のない通過交通を減少（図６）

・都市間交流等の多様な交流を促進し、都市

の活力・賑わいの持続に寄与し、まちづくり

推進を支援

に し か ん と う

（山梨県都市計画マスタープラン(H23.3)に位置付け）

・今後、リニア開業で東京から山梨まで約３

０分で結ばれることを見据え、対象区間の

整備により、県が進める東京都心から1時
間圏を拡大し、峡東地域等の観光客増加

に貢献（図７）

効果２ 東京都心から1時間圏の拡大や

峡東地域の観光客増加に貢献[◎]

（リニア活用基本構想（山梨県：H25.3）に位置付け）

きょうとう

・市街地に用のない通過交通が減少し、山梨県が進めるまちづくり推進を支援

・H39年開業予定のリニア中央新幹線と年間560万人の観光客が訪れる峡東地域を結ぶことで地方創生に貢献
きょうとう

こうふ

9



（
起
）山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬

標準横断図 （単位：ｍ）

【土工部】 【橋梁部】

18.25

1.25 7.0 1.75 7.0 1.25

3.5 3.5 3.5 3.5

3.5 3.5 3.5 3.5
1.25 7.0 7.0 1.251.75

18.25

※主要渋滞箇所は、山梨県道路交通円滑化安全委員会で示されている甲府地域184箇所のうち、損失時間が上位15位または、平日ピーク時5km/h以下の
場所を図示（速度等のデータは主要渋滞箇所 選定時点）

※事故多発箇所は、国道20号の300件/億台ｷﾛ以上の箇所を図示

新山梨環状道路（広瀬～桜井）
延長2.0km
4車線

しんやまなしかんじょうどうろ ひろせ さくらい（
終
）山
梨
県
甲
府
市

桜
井

や
ま
な
し

こ
う
ふ

さ
く
ら
い

一般国道２０号 新山梨環状道路（広瀬～桜井）に係る新規事業採択時評価
しんやまなしかんじょうどうろ ひろせ さくらい

や
ま
な
し

ふ
え
ふ
き

い
さ
わ
ち
ょ
う

ひ
ろ
せ

きょうとう

峡東地域
ふえふき こうしゅう やまなし

（笛吹市・甲州市・山梨市）

（H28年度開通予定）

西関東連絡道路
延長1.7km

新山梨環状道路
(北部区間)
延長5.0km
（事業中）
4車線

山
梨
県
甲
斐
市
牛
句

や
ま
な
し

か

い

う
し
く

山
梨
県
甲
斐
市
宇
津
谷

や
ま
な
し

か

い

う

つ

や

新
山
梨
環
状
道
路
（東
部
区
間
）

延
長
７
．
１
ｋ
ｍ
（
山
梨
県
事
業
中
）

2
車
線

新山梨環状道路（南部区間）
延長８．９ｋｍ
4車線

(仮)桜井ＩＣ
さくらい

(仮)和戸ＩＣ
わ ど

(仮)広瀬ＩＣ
ひろせ

凡 例

新山梨環状道路

対象区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

主要渋滞箇所

事故危険区間

交通量（Ｈ22センサス）

調査中区間

IC、 JCT

リニア中央新幹線

交通量台/日

リニア新駅

甲州市

笛吹市

山梨市

0km 1km 2km
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234 
179 

0
50

100
150
200
250

藤枝市街地静岡県内

市街地平均

（件/億台km）

【藤枝市街地の死傷事故率】

現 況：２３４件/億台km
整備後：１８５件/億台km（２割減）

※国道を除く一般県道・主要地方道を対象

２．課題

１．事業概要

・沿線企業の輸送上ネックである交通渋滞が改善することにより民間投資拡大や企業活動活性化に貢献

・藤枝バイパスの交通渋滞の改善により周辺道路への迂回交通が減少し安心安全な市民生活の確保に貢献

３．整備効果

・藤枝バイパスは中部管内直轄路線の4車線化・未事業区間の中
で渋滞損失時間が最も大きく、特に朝・夕ﾋﾟｰｸ時（平日）に著しい

渋滞が発生（図２・３）。

①円滑な物流活動の阻害
効果１ 民間投資拡大と企業活動を支援 【◎】

・対象区間の整備により、朝・夕の渋滞が解消され、

沿線で計画されている４車線化を見据えた事業規

模の拡大や、新たな工業団地の立地等、活発化す

る企業活動の要として支援（図３・５）。

・起終点：静岡県藤枝市仮宿～静岡県島田市野田

・延長等：10.7km

（第1種3級、4車線、設計速度80㎞/h）

・全体事業費：約300億円

・計画交通量：約57,000台／日

ふ じ え だ かりやど し ま だ の だしずおかしずおか

一般国道１号 藤枝バイパスに係る新規事業採択時評価
ふ じ え だ

図１ 事業位置図

藤枝バイパス
（11.6km）

岡部
バイパス
（7.2km）

静清バイパス
（24.2km）

お か べ

せいしん

473

焼津市

吉田町

牧之原市

菊川市

島田市

掛川市

藤枝市 静岡市
しずおか

しまだ

かけがわ

きくがわ

まきのはら

よしだ

ふじえだ

藤枝岡部ＩＣ

島田金谷ＩＣ

吉田ＩＣ

相良牧之原ＩＣ

菊川ＩＣ

富士山静岡空港

島田金谷バイパス
（11.6km）

対象区間

延長10.7km

し ま だか な や

至

東
京

２車区間
（４車化事業中）

４車
区間

４車
区間

４車
区間

２車区間

ふ じ え だ

しまだかなや

さがら まきのはら

きくがわ

よしだ

ふじえだ おかべ

対象区間

調査中区間

開通済区間

事業中区間

志太榛原地区

１

静岡ＩＣ

一部２車区間
（４車化事業中）

１

至

名
古
屋

しずおか

焼津ＩＣ

焼津港

やいづ

150

藤枝スマートIC

大井川焼津
ふじえだ

おおいがわ やいづ
やいづ

乗用車 小型貨物 普通貨物

約27,300台/日 約5,700台/日 約24,000台/日

ふじえだ

※1：EIRR：経済的内部収益率

B/C EIRR※１ 総費用：２４２億円※２ 総便益：８６４億円※２

3.6 13.0%
事業費 ：２２０億円

維持管理費：２２億円

走行時間短縮便益 ：６０８億円

走行経費減少便益 ：１６７億円

交通事故減少便益 ： ８９億円

■費用便益分析結果

※2：基準年（H27）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％)

（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

②渋滞による市民生活への安心・安全の欠如

図５ 企業進出に対する問合せ企業の推移（藤枝市）

2

8 7 7

14
18

20

0

5

10

15

20

25

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

問合せ企業数

高田工業用地
計画公表

資料：藤枝市資料

高田工業用地
造成開始

効果２ 安心安全な市民生活の確保 【〇】

・対象区間の整備により、市街地部への迂回交通

が減少し、通学路をはじめとする、生活道路の安

全・安心を確保（図６）。

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 
（万人時間/年km）

図２ 中部管内直轄国道損失時間

国道１号藤枝バイパス
ワースト1位

藤枝ＢＰ区間

その他区間

資料：H22渋滞損失時間

渋滞状況（広幡ＩＣ付近）

至 東京

至 名古屋

広
幡
Ｉ
Ｃ

静岡県

藤枝バイパス
（４車線化）

一般国道１号
ふ じえ だ

しずおか

【写真①】

・沿線では、新東名高速道路が延伸し、

工業団地への企業進出や再投資が

進むなか、国道1号への交通需要増
加に伴う渋滞の悪化により活発化す

る企業活動の阻害が懸念（図１・３・５）。

【藤枝市企業立地推進ビジョン】

【4車線化･未事業化区間】

凡例

高速道路

一般国道

主要地方道

一般都道府県道

対象区間

DID（人口集中地区）

ＪＲ東海道本線

主な事業所

整備中の工業団地

病院

［地域の主要渋滞箇所］

：箇所

：箇所（踏切）

東光寺ＩＣ

野田ＩＣ

内谷ＩＣ

薮田東ＩＣ

藤枝バイパス 延長11.6km
島田金谷バイパス
延長11.6km

岡部バイパス
延長7.2km

谷稲葉ＩＣ
薮田西ＩＣ

対象区間 延長10.7km

図３ 藤枝バイパス交通課題

藤枝市立総合病院
ふじえだ

広幡ＩＣ

：30㎞/ｈ未満 ：30～40㎞/ｈ ：40㎞/ｈ以上

至

名
古
屋

至 新東名

至

東
京

高田地区
工業用地

の だ

と う こ う じ

しまだ

島田市民病院

しまだ かなや

や い な ば

やぶたにし
やぶたひがし

ひろはた

うつたに

宮原地区
工業用地

①最大渋滞長約1.8km（夕）

② 最大渋滞長約５．４km（朝）③ 最大渋滞長約３．５km(朝夕)

ふ じ え だ
おかべ

人口集中地域

至

東
京

・ 藤枝バイパスの渋滞により、当該区間を迂回する交通が市街地部の県道や細街路に流入し、

死傷事故率は静岡県平均を大きく超過するなど市民生活の安全・安心が欠如。（写真２）

・特に、藤枝市においては、子供

の人口が増加傾向にあり、通

学路への交通流入による子供

達の日々の安全対策に大きな

課題。（図４,写真２）

図６ 藤枝バイパス周辺の通学路

図４ 藤枝市街地の死傷事故率 通学時に細街路に流入する交通状況

【写真②】

ふじえだ

資料：ITARDA事故ﾃﾞｰﾀ

ふじえだ

至

名
古
屋

至

名
古
屋

至

東
京

文

文
文

文

藤枝市

藤枝バイパス 延長11.6km
ふ じ え だ

周辺の小学校

主な通学路

DID(人口集中地区）

対象区間 延長10.7km
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一般国道１号 藤枝バイパスに係る新規事業採択時評価

東光寺IC
とう こう じ

藪田西IC
やぶ た にし

至

名
古
屋

至

東
京

広幡IC
ひろ はた

島田金谷バイパス

２車開通
（４車化事業中）

４車開通

（一）島田岡部線
Ｈ22：14,621台/日（2車）

藤枝バイパス 延長１１．６km
ふじ えだ

岡部バイパス
おかべ

しまだ かな や

静
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県
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枝
市
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内
谷
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え
だ

お
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べ
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藤枝市

島田市

藤枝岡部ＩＣ
ふじ えだ おか べ

焼津ＩＣ
やい づ

藤枝家具
工業団地 藤枝

工業団地
島田市役所
しまだ

藤枝市立総合病院
ふじえだ

藤枝市役所
ふじえだ

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

至

東
京

至

名
古
屋

野田高架橋
0.3km

瀬戸川橋
0.1km

藪田高架橋
0.1km
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・起終点：愛知県東海市新宝町

～東海市東海町間

・延長等：2.0ｋｍ
（A規格・2車線・40km/h、50km/h）

・全体事業費：約285億円

・計画交通量：約12,000台/日

一般国道２４７号 西知多道路（東海ジャンクション）に係る新規事業採択時評価

２．課題

１．事業概要

・国道247号の渋滞を解消し、物流効率化により、中部圏のものづくり産業の基盤となる材料供給基地等の企業活動を支援

・国際空港へのアクセス道路の代替性機能を確保し、インバウンド観光やリニア中央新幹線の開業等による需要増加に対応

３．整備効果

乗用車 小型貨物 普通貨物

7,300台/日 1,500台/日 3,100台/日

② 空港アクセス道路としての代替性機能の欠如

効果１ 物流効率化によるものづくり産業の支援［◎］

効果２ 代替性機能を確保［◎］

・対象区間の整備により、信頼性の高い空港

へのアクセス道路の代替性が確保され、さら

にインバウンド観光やリニア中央新幹線の

開業などによる交通需要の増加にも対応。

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

B/C EIRR※1 総費用：２１５億円※2 総便益：３５５億円※2

１.７ ６.６%
・事 業 費：２０３億円

・維持管理費： １２億円

・走行時間短縮便益：２５２億円
・走行経費減少便益： ７２億円
・交通事故減少便益： ３０億円

※1：EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年（H27）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％)
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① ものづくり産業の円滑な企業活動を阻害

伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
（三
重
方
面
）

⇒

国
道
２
４
７
号

図２ 東海インター交差点の渋滞状況
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■伊勢湾岸自動車道
⇔国道247号のアクセス状況
（東海インター交差点）

伊勢湾岸自動車道
（三重方面）

↓
国道247号

東海インター交差点先頭
の渋滞が料金所まで到達
（毎日約400ｍの渋滞）

東海インター
交差点

撮影方向

図６ 臨海工業地帯の企業集積状況

・対象区間の整備により、朝ピーク時の渋滞が緩和され国道

247号の物流の安定性が確保されるとともに、自動車産業

等、ものづくり産業の円滑な企業活動を支援（図６）。

か け

加家IC

【臨海工業地帯】
自動車産業等の鉄鋼等の

材料供給基地
（年間約800万ｔ生産）
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【東海ＪＣＴ←加家ＩＣのピーク時速度向上】

現 況 ３４ｋｍ/ｈ
整備後 ５１ｋｍ/ｈ（約１７ｋｍ/ｈ向上）
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国道23号（名古屋市南区）
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国道23号（名古屋市緑区）

国道247号 国道1号（沼津市）

【中部地方整備局管内の損失時間（平日7時台：ワースト10）】

中部地方整備局管内国道平均：約15人・時間

写真①

か け

加家IC

252

296

320

H21 H27.3
・中部国際空港と名古屋都市圏を連絡す

る知多半島道路で事故等による通行支

障が生じた場合、国道247号ではすで

に渋滞が発生し、代替性機能が発揮さ

れていない（図１、図２、図３、図５、写

真２）。

・中部国際空港ではインバウンド観光の

需要が増加（約5割が自動車利用）して

おり、リニア中央新幹線の開業（H39）も

予定されるなか、交通需要の更なる増

加が見込まれる（図４）。

図５ 知多半島道路の
通行支障状況

写真２ 知多半島道路の
事故による渋滞

図４ 想定されるインバウンド需要の伸び

訪日外国人の
交通機関分担状況
乗用車・ﾚﾝﾀｶｰ 15％
タクシー・ハイヤー 6％

バス 33％
自動車類 54％
鉄道 36％
その他 10％

約５割が自動車利用約５割が自動車利用

過去４年間（H23～H26）
の知多半島道路の通行支障

事故発生状況 187回／年平均

通行規制発生状況 207回／年平均

通行止め発生状況 6回／年平均
52時間／年平均

ち た

ち たち た

中
部
国
際
空
港
の
国
際
線
便
数 Ｈ21 Ｈ27.3 Ｈ27.夏

出典：中部国際空港 決算説明会資料より 出典：国際航空旅客動態調査（H25）

350

300
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（便／週）

250

約３割増約３割増

・国道247号では、臨海工業地帯の物流交通と名古屋市内へ

向かう生活交通が輻輳し、朝ピーク時（平日）の渋滞損失時

間が管内ワースト4位の著しい渋滞が発生（写真１、図３）。

・さらに、伊勢湾岸自動車道と国道247号の接続では、東海イ

ンター交差点を経由する為、毎日料金所付近までの渋滞が

発生し、国道247号沿線地域の円滑な企業活動を阻害（図

２、図３）。

い せ わんがん とう かい

【中部国際空港→名古屋駅の所要時間】
現況 ４８分～６０分（ばらつき：１２分）
整備後 ４５分～５０分（ばらつき： ５分）
参考）知多半島道路のばらつき

３８分～４２分（ばらつき：４分)

資料：H26プローブデータ

247
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一般国道２４７号 西知多道路（東海ジャンクション）に係る新規事業採択時評価
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効果１ 広域観光周遊ルートの信頼性向上[◎]
・交通アクセスの向上により広域的な観光振興を図る。

【長崎市観光振興計画2020】

・渋滞解消により、所要時間が短縮。【図7】

○混雑度 現況２車線 2.51 → 整備後４車線 0.73

図3 対象区間沿線の状況

一般国道３４号 新日見トンネルに係る新規事業採択時評価

すすきづかまち

乗用車 小型貨物 普通貨物

約27,100台/日 約7,000台/日 約1,800台/日

１．事業概要

２．課題

・新幹線開業を控え、信頼性の高い広域観光周遊ルートを確保し、地域観光の発展を支援
・トンネル対面通行区間の解消による交通事故の減少により、道路利用者の安全・安心を確保

※1：EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年（平成27年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）

Ｂ／Ｃ EIRR※1 総費用：41億円※2 総便益：53億円※2

1.3 5.9%
・事業費 ：36億円
・維持管理費： 5億円

・走行時間短縮便益：41億円
・走行経費減少便益： 7億円
・交通事故減少便益： 4億円

・トンネル対面通行の回避による交通事故の減少。

３．整備効果

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

一般国道34号

新日見トンネル

図1 事業位置図
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至 雲仙市
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新日見トンネル
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長与町

・起終点：長崎県長崎市芒塚町～長崎市本河内
・延長等：１．６km

（第3種第2級、4車線、設計速度60km/h）

・全体事業費：約４５億円
・計画交通量：約３５，９００台/日
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20.0

25.0

現況(2車線) 整備後(4車線)
図7 所要時間の変化

約６分短縮

(分)

切通～日見バイパス西口交差点

①観光周遊ルートを阻害するボトルネック区間

長崎駅

道の駅みずなし
本陣ふかえ

千々石観光
センター

小浜温泉足湯

雲仙岳災害
記念館

島原城

島原半島

対象区間

延長1.6km

広域観光周遊ルート

雲仙地獄

３４年度には九州新幹線西九州ルートの

開業が予定されている。【図2】

・長崎市中心部と東長崎地区を結ぶ国道３

４号のうち唯一の２車線区間であり、九州

の直轄国道２車線区間の中で最も混雑度

（２．５１）が高い。【写真①、図3】

・長崎市や島原半島の観光客は年々増加

し、新幹線開業に向け長崎駅周辺の再開

発事業等も進んでおり、今後、更なる観光

客の増加が想定される中で、観光周遊ル

ートの信頼性の向上が求められている。

【図3、4】

効果２ 対面通行区間の解消による安全性向上[◎]

九州新幹線
西九州ルート
H34年度開業予定

大村湾

長崎空港

長崎港

【凡例】
主な周遊観光施設

九州新幹線西九州ルート

0

50

100

150

200

250

４車線

対象区間
２車線

資料：交通事故統合データベース（H22-H25）

図5 死傷事故率（H22-H25） ：事故危険区間

４車線

トンネル区間

九州平均以上

九州平均以下

九州直轄国道平均８８.５件/億台㌔

トンネル内の高い
死傷事故率

１５２

（件/億台㌔）

【 凡 例 】

： 朝に混雑

： 夕方に混雑
： 終日混雑

（注）混雑 ： 平均時速20km/h以下（H26.4.1～H27.3.31データより）

： 主要渋滞箇所
延
長

1.5km 1.0km

長崎大学病院
（第三次）

長崎市

２車線４車線

矢上団地

宿町団地

東望団地

長崎市中央卸売市場
卸団地

長崎芒塚ＩＣ
（諫早方面のみ）

延長1.6km
高城台団地

県道116号長崎駅

長崎市役所

長崎県庁

４車線

写真①

至 諫早市

至

雲
仙
市 ※混雑時のプローブデータ

雲仙地獄（雲仙）雲仙地獄（雲仙）

※切通～日見ＢＰ西口（下り線）
※事故発生時：プローブデータH25.9.6（9時台）

通常時：プローブデータ平日9時台平均(H25)

9.4 

28.6 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

通常時 事故発生時

(H25.9.6)

通常時の約３倍
の所要時間

図6 通行止め時の所要時間

（県道116号迂回）

②高い事故リスクを抱えるトンネル区間
・対象区間は対面通行のトンネル区間であり、死傷事故率が高く、Ｈ２２～Ｈ２５の４年間にトンネル

内で２３件の死傷事故（うち正面衝突４件）が発生するなど、事故リスクが高い。【写真②・図５】

・トンネル内事故（正面衝突）による全面通行止め時には、迂回路となる県道１１６号を経由して、

通常時の約３倍の所要時間を要した。【図６】

・長崎市中心部と東長崎地区を結ぶ幹線道路（34,915台/日）であり、事故リスクを軽減することが

求められている。

図2 広域観光周遊ルート

写真①渋滞状況

至 長崎市中心部

○死傷事故率 現況２車線152件/億台㌔⇒整備後４車線36件/億台㌔

対面通行の状況

写真② 新日見トンネル上り

長崎駅周辺
土地区画整理事業 東長崎地区

594 595 608
631626

663
687

705

500

550

600

650

700

750

H23 H24 H25 H26

長崎市 島原半島観光客は年々増加

図4 長崎市と島原半島の観光入込み客数の推移

資料：長崎県観光統計

・対象区間は観光庁認定広域観光周遊ルート「温泉アイランド九州」に位置している。また、平成

(万人)
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一般国道３４号 新日見トンネルに係る新規事業採択時評価
しん ひ み

至 長崎

至 諫早

下り

上り

市道本河内3号線
新日見TN(上り側)開通済み

起点側土工部施工済

奥山橋(下り側)施工済

奥山橋(上り側)開通済み

終点側土工部施工済

新日見TN(下り側)未施工

日見BP東口奥山

※観測日：平成25年10月15(火)
24時間交通量は、観測した12時間交通量
にH22センサスの昼夜率を乗じて算出した

至 長崎 至 諫早

標高(m)

120

100

80

60

40

20

0

：道路縦断線

▲日見バイパス区間の縦断勾配

計画縦断図

【上り線】
（開通済み）

【下り線】

3.50 3.50 2.00
0.50 0.50

10.00

3.503.502.00
0.500.50

10.00

標準断面図(単位：ｍ)

詳細図

日見バイパス 延長７．１ｋｍ

Ｎ

４車線区間 新日見トンネル ２車線区間 ４車線区間

延長１．６ｋｍ

16,016台/日

（
終
）
長
崎
市
本
河
内

（
起
）
長
崎
市
芒
塚
町

35,868台/日

奥山交差点

日見バイパス西口交差点

妙相寺道交差点

御手洗橋交差点

御手水交差点

大曲交差点

朝日が峰交差点

日見バイパス東口交差点

網場入口交差点

切通交差点

長崎芒塚ＩＣ

ＮＴＴ長崎支店前交差点

桜町交差点

市役所前交差点

勝山町交差点

馬町交差点

伊勢町交差点

新大工町交差点

矢の平１丁目交差点

中川交差点

伊良林小学校前交差点

長崎駅

（1.24）

37,170台/日

（1.65）

34,915台/日※

（2.51）

5,154台/日※

（0.81）

16,016台/日

（1.37）

17,429台/日

（0.56）

県庁前交差点

万才町交差点

長崎県庁

ほ
ん
ご
う
ち

す
す
き
づ
か
ま
ち

長崎IC

長崎芒塚IC

長崎多良見IC

諫早IC

34

34

Ｎ

34

凡 例

対象区間

高速道路

一般道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

トンネル構造

主要渋滞箇所

主要渋滞区間

事故危険区間

交通量（H22センサス）
交通量台/日

（混雑度）

0km 0.2km 0.4km 0.6km 0.8km 1.0km 1.5km 2.0km
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・横瀬地区は、国道２１０号の２車線区間の中で最も混雑度（１．８３）が高く、近年の周辺地域の

開発等により、更なる渋滞の悪化が懸念される。 【図3･写真1】

32分

59分
67分

88分

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

①通常時

（大分道）

②通常時

（２１０号）

③大分道通行止時

（２１０号）

④大分道通行止時

（２１０号）：GW期間

（分）

湯布院IC～大分光吉IC

一般国道２１０号 横瀬拡幅に係る新規事業採択時評価

２．課題

１．事業概要

よこ せ

図1 事業位置図

・起終点：大分県大分市大字横瀬～大字横瀬
おおいた よこせ

・延長等：１．５㎞
（第4種第1級、4車線、設計速度60㎞/h）

・全体事業費：約５０億円

・計画交通量：約２３，６００台／日

乗用車 小型貨物 普通貨物

約18,900台/日 約2,800台/日 約1,900台/日

よこ せ

①企業活動を阻害する渋滞

※1：EIRR：経済的内部収益率
※2：基準年（平成27年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）

Ｂ／Ｃ ＥＩＲＲ※1 総費用：35億円※2 総便益：70億円※2

2.0 8.5％
・事業費：32億円

・維持管理費：3億円

・走行時間短縮便益：66億円
・走行経費減少便益：3億円
・交通事故減少便益：1億円

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

横瀬拡幅

大分県

よこ せ

３．整備効果

図5 大分道通行止時の所要時間

資料：
①規制速度で算出
②ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（H27.4～7 平日 11時）
③ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（H27.4～7の通行止時平均11時）
④ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（H27.4.30 11時、5.3 18時の平均）

大分港

湯布院IC
別府IC

速見IC
日出
JCT 別府湾

SIC

大分農業
文化公園IC

日出IC

大分IC

大分市

由布市

大分自動車道

大分光吉IC

横瀬地区

災害・悪天候関連
通行止め時間

全国第1位
湯布院IC～日出JCT
（H26：271時間）

災害・悪天候関連
通行止め時間

全国第2位
大分農業文化公園IC

～別府IC
（H26：246時間）

図4 大分道の通行止状況

至大分市街地

写真１ 国道210号の渋滞状況

至由布市

【 凡 例 】

：朝に混雑 ：終日混雑

（注）混雑：平均時速20km/h以下（H27.4月～5月の平日データ）

延長 ：

0 ～ 200m 1km

：主要渋滞箇所（H24）

：夕方に混雑

はさま工業用地
約3.4万㎡
（H26分譲）

菓子工場（H6)

下横瀬

緑ヶ丘団地東入口

緑ヶ丘団地入口

木上

商業施設
（H11)

交通量：16,749台/日
混雑度：1.28

交通量：23,909台/日
混雑度：1.83

交通量：26,107台/日
混雑度：0.54

至

由
布
市
庄
内
町

Ｈ24.11開通

挾間・鬼崎地区 ２車線 田原拡幅 ４車線 木上拡幅 ４車線

緑が丘団地
約1,600世帯
約4,000人

（S56年完成）

富士見が丘団地
約3,200世帯
約8,000人

（Ｈ６年完成）

至

大
分
市
街
地

写真１

交通量：37,994台/日
混雑度：1.23

Ｈ8.8開通

富士見ヶ丘団地入口

精密機械工場
（H2、H12）

精密機械
工場(H27)

鶴田地区
工場集積地

機械工場(H6)

大型ショッピングモール
（Ｈ１２～Ｈ２１）

ｻﾆｰﾀｳﾝ
松ヶ丘

萌葱台

上宗方
ﾆｭｰﾀｳﾝ

・沿線では、従業人口が増加し、更

なる工業用地の分譲や、企業誘

致計画が予定されている。交通渋

滞の悪化はこうした企業活動の阻

害要因となることが懸念される。

【図2・3】

図3 横瀬地区周辺の状況

・地域産業の円滑な物流を阻害している交通渋滞の解消により、企業活動の活性化を支援
・大分自動車道の代替機能強化により、地域が目指す湯布院～大分市間を含む回遊型観光の発展を支援

②大分自動車道通行止時の迂回車両による観光交通等への影響

・国道２１０号は、湯布院～大分市間の主

要な観光ルートである。

・並行する大分自動車道は、災害等による

通行止め時間全国１位の区間であり、通

行止め時には国道２１０号が迂回路とし

て機能する。【図4】

効果１ 渋滞解消により企業活動の活性化に寄与[◎]
・企業誘致を支援し、地域産業の発展に寄与。

・渋滞解消による所要時間の短縮。
○旅行速度 現況２車線 18.6km/h → 整備後４車線 50.0km/h

○混雑度 現況２車線 1.83 → 整備後４車線 0.83
※プローブデータ(H27.4～5 8時台 月平均上り)

効果２ 大分自動車道通行止め時の代替機能の強化 [◯]
・大分自動車道通行止め時の代替路線としての機能を強化し、湯布院と大分市を結ぶ回遊型
観光等を支援。

【大分県長期総合計画：安心・活力・発展プラン2015】 【由布市都市計画マスタープラン】

【大分都市広域圏域ビジョン】

大分市稙田地区

由布市挾間町

図2 横瀬地区周辺の従業人口
資料：H3事業所企業統計調査、H24経済センサス

13,862

23,3363,749

5,995

0

10,000

20,000

30,000

H3 H24

由布市挾間町

大分市稙田地区

（人） 29,331

17,611

従業人口増加

：霧による通行止め発生区間

観光シーズンの
大分道通行止時
の所要時間

通常時の約３倍
５６分の時間ロス

・ゴールデンウィークの大分自動車道通行

止め時には、通常時（高速道路利用）の３

倍の所要時間を要し、年間４００万人が来

訪する湯布院周辺の観光客への影響も大

きい。そのため、通行止め時の代替機能を

強化することが求められている。【図5】
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一般国道２１０号 横瀬拡幅に係る新規事業採択時評価
よこ せ

ＪＲ久大本線

大分川

横瀬拡幅 延長１.５ｋｍ
至

由
布
市

至

大
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街
地

H25＝26,107台/日

H25＝23,909台/日

Ｈ25＝16,749台/日

Ｎ

よこ せ

下横瀬交差点
(主要渋滞箇所）

木上交差点

緑ヶ丘団地入口交差点
みどりがおかだんちいりぐち
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富士見が丘団地（Ｈ6年）
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由布市
ゆ ふ

緑が丘団地東入口交差点
(主要渋滞箇所）

横瀬西小学校

（単位：ｍ）標準横断図 計画縦断図

植田西中学校

横超寺

田原神社
富士見ヶ丘幼稚園

覚円寺

あすなろ保育園
林神社

横瀬小学校

横瀬幼稚園

介護サービス
センター

大泉禅寺

正法寺

熊野宮神社

介護サービスセンター

介護老人保健施設

みどりがおか

緑が丘団地(S56年）
約1,600世帯
（約4,000人）

富士見ヶ丘団地入口交差点
(主要渋滞箇所）
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凡 例

対象区間

高速道路

一般道

一般都道府県道

その他道路

橋梁構造

主要渋滞箇所

交通量（H25交通実態調査）

コントロールポイント

交通量台/日

４車線

0km 0.2㎞ 0.4㎞ 0.6㎞ 0.8㎞ 1.0㎞ 1.5㎞ 2.0㎞
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